
芦餅寺ー 山衆徒の加質藩主に対する年頭御礼について

福江 充
＊

はじめに

江戸時代、 芦蛉寺ー山組織はいずれの宗派の教団とも本末関係を結んでいなかった。

そのかわり、 加質湘寺社奉行の支配下にli"i'.かれ、 同絣に対する祈副所の役割を呆たして

いた。 したがつて、 芦絣寺ー山組織とすれば、 ある滋味では加賀湘が本山のようなもの

であった。

こうした状況のもと、芦峨寺ー山衆徒が年頭に金沢城で加買湘主に対して行う拝賀は、

彼らのJ.iiも而災な儀式のひとっであり、 滞りなく行われなければならないものだった。

しかし、 そのような慈味のあるものにもかかわらず、 従米の立山信仰史研究ではこの

年頭御礼式にこ及したものは皆無である。 そこで、 本松では、 芦雌寺雄山神社に現存す

る文久4年(1864)「年頭御礼献上物'.i1:」と逍するill]-子や、 芦絣寺ー山会に現存の文政

12年0841)「当山古法通 ，濯J_i:勁方旧品」と題する冊子を基本史科として活用し、 年頭

御礼式の内容を紹介したい。

「年頭御礼献上物党」の翻刻

以下は、「年頭御礼I欣上物立」の翻刻である。

凡 例

①正字・宛て字・仮名造いは原本のままとした。

②改行は／印で示した。

③説者の便宜を考えて私に句泣点を挿入した。

破れにより大部分が欠拍（表紙）
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年頭御礼j献上物·j迄／

ー、 毎年極月廿九1:1発足人足も人千垣村迄／追辿為宿代五十文追べし。 千垣村な伝馬

板二／印形為押人足等取骰、 丸ハ其慈二任すべし。 ／

ー、 正月三日九ツ時迄、 寺社所御月番御宅江／年上米ル六日御礼之御晶印※仕、 尤伴

仰壱人二而よし。j (以上1丁目表）

一、1献上物之筵左之通／

心束を本与相唱候。 上杉原壱束奉；料二而包、 ／水引弐拾把二而結、 其上二末広を差

し込、 飛な形左二品。」（以上1丁目裏）

長サ壱尺八寸

巾も尺三寸位

i',':jサ九寸位

下札寸法

立山芦浙芍寺

七寸

三寸五分

右献上物井台総而横提町紙屋／久兵衛方江申付、 尤岩絣寺も同家二而／被相瀾、 其外寺

庵方も茂同家二而被相調／候湖候。 ／
（・....., 

ー、 釆物井人足等ハ宿元主人二相任せ、 都合五人、 ／内を人ハJ';'(版持、 ＇も人扶箱持、

三人ハ砲人足、 ／メ五人扉賃之儀ハ其時二応スベし。 帰宿J (以上2丁目表）之上、

酒代与して壱人二五十文ヅツ追スベし。 ／傘弐本損科二而偕べし。 ／

ー、 五日七ツ時迄、 右之品々相調理献上毛の相添／丁宗二片桟へ納ii梵候事。 ／

ー、 其夕方月代沐浴いたし、 法服等取添／仕度いたしVi候·ーボ。 ／

緋 ・ 紫両様之内大五條・紋白大帷子・中啓・足袋。 ／伴俯ハ黙衣・ 三ツ緒半帷子又

ハ小中五條二而勁。 ／法服之下ハ白衣也。」（以上2丁目裏）

ー、 六日朝六ツ時二登城仕。 大式台入口二而／献上物同台二のせ、 下机張末広結付、

夫な右之方縁側へ行、 寺社与力衆之指屈I/之迎り伴俯滸座候•Jj.。 尤本俯者式台合／

直二寺庵方与記有之御座敷二沿座候：·J�。 ／併な可ら末座之方二すわるべし。」（以上

3丁目表）
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ー、 御礼座ならし之節ハ寺社御奉行衆等御教へ／被下候:JJ。 ／

ー、 伴俯献上毛の目前二骰、 気追可致事。 ／若御座敷拝見之節ハ近隣の伴俯へ相頓i府

:Jj.。」（以上3丁目裏）弥々御礼相始候節ハ本俯之座席相定り、 ／上座之方ハ献上物

本俯之前二持行候事。 ／本1許ハ御指図通り可承事。 伴俯ハ本座へ／婦り居、 御礼相

済候て伴俯御式台へ／出入、 芦齢寺家・来与呼寄、 京股等用慈候事。／御城な退出仕、

御七手衆八軒、 寺社J (以上4丁目表）御奉行所三軒、 御取次与力衆四粁、 ／都合

十五軒御礼廻仕。 尤立山芦餅寺与；序記シ、 ／手札持参指上申候・罪。 手札寸法左之通

り。 ／

立山芦隙寺

三寸五分

壱寸弐分

文久四甲子正月大吉旦／

f-

Ut : I薗りI
写兵：年頭御礼献上物筵（芦前寺雄山神社所蔵） ①
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2 年頭御礼式の内容

毎年、 前年（文久3年〔1863〕）の12月29日に芦研寺を出発する。 人足を一人、 千垣

村まで同行させる。 宿代として50文を与える。 千垣村より伝馬の ,i反面に印形を押し、 人

足などを確保する。 駄n·は志に任す。

年が明けて正月3日（文久4年〔1864〕）の午後12時まで、 寺社奉行所御月番（毎月

交代で政務を主任する年寄りを月番という。 加賀器では八家の職名を年寄といい、 最弘'i

の煎臣である。）宅へ年賀に上がり、 来る6日の御礼式の御両'i印咲を差し渡す。 もっと

も伴俯は一名でよい。

献上物の内容は次のとおりである。

1束1本と唱えること。 上杉原（紙） 1束を奉井で包み、 水引20把で結び、 その上に末

広を差し込む。 雛形は次のとおりである。(1吠上台）長さ1尺8寸x巾1尺3寸位X ;,;'.:j 

さ9寸位。 下札「立山芦誹寺」の寸法、 7寸X 3寸5分。

賦lこ物や献上台は横堤町紙屋久兵衛に依頼して準備する。 なお、 岩隙寺や他の寺庵方

も同家に依頼して池価している。

釆り物や諸人足として都合5名が必要で、 その調達は宿屋の主人に任せる。 内沢は窄

版持ち1名、 袂箱持ち1名、 燈人足3名である。 この5名の人足への箕金は、 その時々

に応じて渡す。 さらに、 この人足たちに対しては、1·,,}宿の際、 酒代として一人につき50

文ずつ渡す。 傘2本を担料（蒻利貸）から借りる。

正月5日の午後4時まで右の品々を準備し、 また、 献上品をかたずけ、 丁寧に部届の

限に納め置いておく。

正月5日の夕方、 月代（額から頭髪を剃ること）．沐浴（湯や水を浴びて身体を桁め

ること）し、 法服などを取りそろえて誰価しておくこと。 本俯は緋（浪い赤色）．紫両

種類のうち大五條 ・ 紋白大帷子・中啓· 足袋などの装束を分序けて勤める。 伴俯は黒衣・

三ツ編半帷子または小中五條袈裟などの装束を沿けて勤める。法服のしたは白衣である。

正月6日朝の午蔀6時、 本俯と伴俯はともに登城する。 大式台の入口で献上物を1獣上

台に釆せ、 下机を貼り、 末広を結びつけ、 それより右方の縁側に行き、 伴イ杓は寺社泰行

与力衆の指図とおり沿座すること。 ー方、 本倍は式台より直接、 寺庵方と品されている

御座放に府座すること。（回りの者に）あわせながら、 末座の方に座ること。

御礼式の座配を決めるときは、 寺社奉行衆などが教えてくれる。 伴俯は献上品を目訃j

に'ii','.き、 気を配っていること。 もし御座敷で拝見（湘主に拝謁）の節は、 隣の伴仰に頼

んでおくこと。

s 



脳I 充／芦餅寺一参衆徒の加賀瑞主に対する年敢御礼について

いよいよ御礼式が始まると本イ府の座席は定まり、 上座の方々は献上物を本俯よりも先

に持っていく。 本俯は指図どおり承ること。 伴俯は本座に帰り待機しており、 御礼式が

終わって伴1府が式台に出入りできる頃、（本俯は）「芦呻寺家来」と呼び寄せ、 伴俯は平

股などの準俯をすること。

金沢城より退出し、 御七手衆（八家） 8 11肝、 寺社奉行所3 !I肝、 御取次与力衆4軒、 合

わせて15粁に対し御礼に伺う。 その時は、「立山芦前寺」と内き記した手札を持参し差

し上げてくること。「立山芦雌寺」と記した手札の寸法は、 縦3寸5分・柚l寸2分で

ある。

なお、 文久 4 年(1864)正月当時の加質湘主は13代l前田斉泰、 八家当主は本多政均・

長辿恭 ． 横山隆平. ·, 前田直信• 前田孝敬・奥村栄通・奥村直温．村井・長在・寺社奉行3

名は品川左門武好（安政5年9月16日～文久4年2月23日） ．成瀬主税正居（文久3年

1月13日～文久4年11月9日） • 本多図・ほ政醇（文久3年2月6日～文久4年3月10日）

である＂ 。

3 芦絣寺文書にみる年頭御礼式

芦雌寺ー山会所蔵の古記録のなかに、 芦耕寺ー山組織における古米のしきたりや年中

行'Hについて洋細に品した文政12年(1841)の「当山古法通諸•j�勤方旧記」と題する史

科がみられる。

さらに、 そのなかに年頭御礼式に関する記載がみられるが、 次のとおりである。

① 〔立山中宮芦l!if1'.寺官職式法掟之::Jj.. 饂堂元日之事〕 1) 

十日

ー、 娼堂緑日初 御神酒 白餅

ー、 御供三灼．二地蔵・観音・乳国様六．，拐へ棒ル燈明皆上ル。

此日、 村方一 統江御供配ル。 但シ十六二而もよし。 同朝、 殿様御札加持ス。 別当．

古別当持参、 金沢立ツ。 送リ人足・頭振役、 横江迄お礼ハ五十文。 富山迄行バ宿銭

出す。 此時二諸堂見分紙面持参。 御札・昆布一折代 壱匁五分斗リ。 木具ハ有合。

金沢二て供i位ひ。

右、 殿様御在之歳ハ六日二御礼有之事。 江戸御留主之年ハ七手様八軒、 御奉行様

三粁、 与力衆四,1軒江年玉二上ル。

ー、 十日な十一日迄、 ー山日待役俯（衆徒）壱人、 社人一 人。 十日の朝より十一日の

， 
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朝迄、 目代二而振舞。 其日、 七五三弊・御祈梼札桁へ仕り、 別火別行二而入日な出

日を拝む。臥事無用。 入用、 七寸紙弐状、 杉原紙弐十五枚、 五文蝋燭六挺、illl弐合、

大丸線香をわ。 ー山ハ三合、 百姓も志し有之候者一人二山合宛集ル。 三升餅米、 供

物四煎、 其外村中ハ御札を枚、 餅をツ、 洗米付。

右必而）ハ新堀江行。 ，L煎リハ天正寺江行。 弐巫リハ行者弐人江上ル。 此餅米ハ

格米之内二て替米二すル。 此日辻札立ル。 日（火）祭触、 宮仕人足二而触ルiF。

ー、 殿様御目見有之年ハ、 役俯帰山次第、 ー山村方へ触ル。 目代役。

② 〔諮:J;:、 中老な差図他〕 31

ー、 従寺社所、 御目見御札之御獨：；界之飛脚到米次第、 ー山中へ謁渡ス可申事。

ー、 御目見之1,,v,, . 色衣戦之イ1v,1;も人、 伴俯差添候。 但シ、 両俯入用之物支度。

附リ、 入用造用ハ村方ヘハ三一之割符二而出銭相梨可申・:•JJ。

ー、 小ノ月二候得バ廿九日出立。 大ノ月なれば晦日発足。

金府御蔽上物調方

ー、 上白木具折必勺 を束を本 杉原必束二末1餃を本 右、 金銀の水引結。

ー、 中啓を本 但シ、 金銀 本イ沿之者持参。 次厨必本 伴俯持。

ー、 緋衣ニ ー放レ紋白五條 一羽二絹Ip廿子

ー、 伴俯黒衣

右人用之者ハ，乱
l

ii梵可申候。 但シ、 金沢へ参着仕候而、 正月四日四ツ時二寺社所へ伴

俯罷出、 御，;;1'i印形仕候。 若、 途中二而本俯病気等差重リ申時ハ、 御断之紙面差上、

御断宜に申上候。 首尾能相勤、?',1}山之節、 ー山村方一統江目代な触渡ス。

さて、 まず①の史料•によると、 年頭御礼式にI¼!する記叔として次の内容がみられる。

正月10日湖に湘主に対する御札加持-11を行い、 別当と古別当がそれを持参して金沢ヘ

出発する。 その際、 頭振（砂を持たない農民） 1名を送り人足として）位い、 様江まで送

らせる。 お礼として50文を渡す。 ただし富山まで送らせれば宿銭を渡す。

御札 ・ 昆布1折の代金は 1匁5分で、 木具は有り合わせ。 金沢で人足を脈う。

湘主が在国の楊合は正月6日に年頭御礼式が行われる。 湘主が江戸に逗留の年は、 御

七手衆（八家） 8粁、 寺社奉行所3 11肝、 御取次与力衆4'/Ffに対し年賀に伺い、 年玉をi献

上する。

次に②の史科によると、 加賀器寺社奉行より加質甜主への拝質の儀式である頭御礼式

についての案内を飛脚が届け次第、 ー山中に辿粕する。 拝謁の俯として色衣織の俯を 1

10 



幅江 充/,";前寺一参衆徒の加賀活主に対する年到l御礼について

名遥び、 伴イ\Y_]を伴わせる。 両俯ば必要とする品々を沿i;1iiiiする。 必要経費は村方へは三分

の一を割り振ることに なっており、 負担金を集めること。

金沢城での年頭御礼式に参列するため、 大小府に基づき、 小の月ならば12月29日に金

沢へ出発する。 大の月ならば12月30日に出発する。 金沢城での献上物の準備など。 白木

の献上台1尺。 杉原紙1本と末広1本。 これには金銀の水引を結ぶ。 本俯は金銀の中啓

1本を持参する。 伴1•,Y,•は次扇1本を持参する。 本俯は緋衣ー 放れ ・紋白• 五條・ 一羽二

絹の1µ廿子を滸ける。 伴俯は黒衣を沿ける。 これらの必要 なものは、 準伽しておくこと。

金沢に到沿したのち、 正月4日午°JlrilO時、 伴俯は寺社奉行所に出向き、 御，li'l印形を差し

わたす。 もし途中で本イ府が病気などのアクシデントにみまわれた際には、 登城辞退の手

紙を差し上げ、 丁重にお断りを申し上げる。 年頭御礼式への出席の任務が首尾良く勤ま

り、 芦絣寺に帰山の節は、 目代より一 山村方全体に報告する。

4 加賀藩『寺社方年頭等御礼次第帳』にみる年頭御礼式

金沢市立玉川I啓):;印館近世史料至には、 年朗御礼式に出席した加賀瑞領国内の寺社方に

ついて、蔽上品とともに列品された『寺社方年頭等御礼次第1i辺が何冊も残されている％

それによると、 寺社方の年頭御礼式は鉦年正月6日か同月11日のいずれかの 日に金沢城

内の大広HlJで行われた。なお、 大広i:りで芦llif1'寺衆徒や岩Iliff'寺衆徒は二番座に列席したが、

参考までに 一番座と二番座に列席する寺社、 及びその献上品は次のとおりである。

［一番座］

能州総持寺00帖1巻） ・宝円寺(10帖1本） • 天徳院 oo 帖1本） ．瑞訛寺(10帖

1本）。

［二番座】

如来寺 oo 帖1本） ． 玉泉寺(10帖1本） ．桃雲寺(IO帖1本） • 総持寺塔頭芳春院

(IO帖1本） ．；れi岡絡久寺(IO帖1本） ． 酒井永光寺(10帖1本） ．氷見光御寺(10帖

1本） • 今石勁水伝寺(10帖1本） . •I裔島蓮江寺(10帖1本） ．府中虚泉寺(IO帖1

本） ．鵜飼金糸寺(10帖1本） • 太田海l'"J寺(10帖1本） ．瑞氾寺塔司束漸院(10帖1

本） ．瑞部寺塔司林洞庵（末広2本） ．瑞能寺塔司亀占庵（末広2本） ．瑞龍寺塔司法

性庵（末広2本） • 西投寺(10帖1本） • 三崎硲勝寺(10帖1本） ・観音院(10帖l

本） ．明王院(IO帖1本） ．波着寺00帖1本） ・宝飩寺(IO帖1本） ．｛具利伽羅長楽

寺(10帖1本） ．能州ー宮・長福院(IO帖1本） • 安居安居寺 oo 帖1本） ・小松義福寺

(IO帖1本） • 水久寺 oo 帖1本） ．兵長寺（末広2本） ．行原成芯坊（末広2本）

11 
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行原辿照坊（末広2本） • 石勁山天平寺(200匹） ・ ニ上山投老寺 oo帖1本） ・大岩

山日石寺(10帖 1本） ．船見法福寺 oo帖 1本） ．吼木法住寺 oo帖 1本） • 徳田安投

寺00帖 1本） ．窃来大幅寺(10帖 1本） ・越中一宮慶i心j寺(10帖 1本） ．追下宝泉寺

（末広2本） ． 千手院(IQ 帖 1本） • 白山長吏(10 帖 1本） ． 立山岩餅寺(10帖 l

本） ． 立山芦雌寺(lQ帖1本） ・小松梅林院(10帖1本）。

さて、 窃田椛六郎が｝必応2 年(1866) 12月に記した『寺社方年頭御礼」により、 同年

の年頭御礼式が正月11日に大広1:りで行われたことがわかり、 立山岩餅寺・芦餅寺はいず

れも大広間の二番座に列席している。 両寺の献上物はいずれも10帖1本であった。

さらに、 この船冊の咎頭には儀式の際の執行者側から参列者への注意事項として、 溜

主への御礼のまさにその場においては、 必淡以上に蛉引かないように心掛ける旨が品さ

れており微笑ましい。

筵 , 1 ::

ー、 諮寺庵塔司或ノヽ塔頭井神主一寺な幾人も罷出、 一社ヨリ両人も罷出列為続御礼申上

候節も、 泣初之辿火何寺塔頭何寺塔司或ハ何辿の神主何某与相唱、 次ニハ引続罷出候得

ハ、 行口相唱不申條H。 但余り唱短ク相成候らハ、 時宜二与り、 Iii口相唱候分も先例有

之候・・F。

註

1)田川捷一甜著f加越能近世史研究必批J (44頁、 北餃新聞社、 1995年8月25日）。

2 )脳瀬減編「祁；山古法迎諸事勁方旧氾 芦誼寺 文政十二丑年五月改之」(40頁、「越

中立山古記録 第1巻J立山l開発鉄道株式会社、 1989年9月20日）。

3)巖瀬誠紺「常山古法通諸事勁方旧，記 芦餅寺 文政十二丑年五月改之」(50頁、「越

中立山古品録 第l咎」立山IJfl発鉄迫株式会社、 1989年9月20日）。

4)修正会などで牛玉宝印を押した文字札を加持祈祷する。 以下は「越中立山古品録」

にみる正月10日の御札加持にI¾!する記載。
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福江 充/7';1切乍寺 一 参衆徒の加賀蔀主に対する年珀御礼について

正月十日、 燈明・花御緑日之通

神祈i

御食 一膳

末社

御食 三膳

先修法者 座主

次御札加持

次法花経 ヽーと9で「ヅ必,. 

次般若心経 三巻

次神号

次神楽

次祈念

右年頭御札加持

御大守様江献上之

同（正月）十日御祈祷

荘厳辺場、 香花· 燈明・御膳、 御縁日近り

先 本f\(供 一ヶ座

次 設床供 一ヶ座

次 御札加持

次 転泣大般若 六百谷

次 般若心経 一＝沢己

次 ；，如
＇

ぷ言 若干辿

次 神号 若干遥

次 中臣大祓

次 神楽

祈念

右年頭御札加持、 御大守様江献上之

5) 

● 「寺社方年頭御礼之次第j

成立：宝Fff10年(1760)正月
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御礼式の期日：正月11日

会楊：立山岩l附寺 ・ 芦前寺はいずれも大広1月の二番座で献上物は10帖1本。

● r寺社方年頭御礼次第j

成立：文化7年0810) 12月22日

御礼式の期日：正月6日

品録者：横山正和

会場：立山岩隙寺 ・ 芦絣寺はいずれも大広間の二番座で献上物は10帖1本。

● 『寺社方年頭等御礼次第板」

成立：文政7年(1824) 2月

品録者：窃田権六郎

御礼式の期日：正月6日

御礼式の期日：「正月六日 六ツ半時揃」

● r心筵留帳j

成立：文政7年(1824) 3月

御礼式の期日：正月6日

会場：立山岩餅寺 ・ 芦絣寺はいずれも大広間の二番座でIt吠上物は10帖1本。

● r寺社方年頭御礼」
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成立：凝応2年(1866) 12月

記録者：窃田権六郎

会楊：立山岩餅寺・芦峨寺はいずれも大広間の二番座で献上物は10帖1本。




